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イエスがキリストなら（使徒2：29-36）
　
イエス様の復活の一番確かな証拠と言えば何があるのでしょうか。いろいろな事が取り上げられると思いますが、今、イエス様をキリスト、救い主として告白して礼拝をしている自分、私たち皆さんが確かな証拠です。もしイエス様が復活していなければ、今の私たちはありません。イエス様を信じるクリスチャンが生まれるということはありえないことです。ですから、自分自身を見ながら、また教会を見て少し勉強をする人は教会の歴史を振り返って、イエス様は復活なさった今も生きていいらっしゃるという告白に立っていただきたいと思います。そして、そのイエス様が復活なさった中にある一番大きなメッセージはいったい何でしょうか。イエス様の復活を覚えるたびに、思い出すたびに、聞くたびに、そこで私たちが一番真っ先に見るべきメッセージとは何でしょうか。
それはイエス様がずっと約束され皆が待ち望んでいた人類の唯一の希望であるキリストその方だったのだいうのがメッセージです。ご存知のように、神様によって造られた人間が罪を犯して神様から離れることによって目に見えないサタンとも呼ばれる悪魔の支配下に置かれることになりました。皆が成功してもその中での成功であり、暴れてもその運命の中で暴れていることだし、病気を患い様々な悩み事をして壊れていくのもその中にいるからなのです。本当の問題は神様から離れてしまった低的な問題なので、どうしても解決不可能な問題です。神様以外には、解決することができません。その神様が解決を約束して、そのためにキリストを送ることにしました。そのキリストによってのみ悪魔のしわざが打ち壊されて、キリストによってのみ罪がきよめられ、運命から救い出されることができるし、キリストによってのみ神様と出会っていのちが得られるようになるわけです。神様はそのキリストを送ることを約束されたのですが、その救いの方法が何かというと贖いという方法です。私たちの身代わりとなって、犠牲のいけにえになることによって、つまり、私たちとは全く関係なく代わりに犠牲になって代わりに解決する贖いの方法を主は選ばれました。キリストによって、しかもそのキリストが贖いの犠牲になること以外、他には救いの道、幸せへの答え、希望はどこにもありません。全くありません。地球のどこに行っても、宇宙のどこに行っても答えはありません。だから、キリスト一本に絞られて、キリストにしか道はないのです。光は、希望はキリストにしかありません。努力にもないし、発展にもないし、宗教にもありません。愛。愛情にもありません。キリストにしかありません。そこを踏まえて、皆がキリストを待ち望み、キリストとなるしかありません。そして、十字架にかけられて３日目によみがえられましたイエス様が、そのキリストです。そういう意味でイエス様がキリストです。英語で言いますと、Jesus is The Christです。そのキリスト。誰もがキリストというからキリストになるわけではありません。約束されていた、唯一の希望であった、神様が送られた、そのキリストにあって、すべてののろいがなくなり罪がきよめられて神のいのちが与えられ、人生をまったく新しい者に作りかえられ再創造の祝福のわざが現れるそのキリストです。悪魔のすべてのしわざが完璧に砕かれるそのキリストです。復活によってそのことが明確に証明されました。
だから、イエス様の復活にある一番のメッセージは、なるほど十字架にかけられてよみがえられたイエス様はキリストなのだね。それがメッセージです。それが神様がおっしゃりたいことだし、私たちがイエス様の復活を考えるたびに覚えないといけないことです。ですから、ただの過程の意味ではなくて、英語で言いますとIfという意味ではなくて、そのことが明確に示されたので、そういう意味で復活の前でいつも必ず問いかけないといけないのは、「そうかイエスがキリストなのか。イエスがキリストならば」です。そこで今までの全てがひっくり返るようになるし、今までの価値観も全部ひっくり返すようになります。イエスがキリストならば。今まではキリストを知らずに、キリストなしでこれは正しい、これは間違い、これは幸せ、これは不幸と思ってきたでしょう。そこでもしイエスがキリストならば。それなしで自分はだめな人間だ、自分は偉い人間だ。自分は幸せだ。自分はだめだ、不幸だといろいろ考えてきたでしょう。そのすべてをストップさせないといけません。イエスがキリストならば。しかも約束に終わらずにそれがもう来られて成就されました。非常に大切な質問です。私たちの人生をかけて問いかけないといけない質問です。復活感謝礼拝の時に、本当に真心から真剣に問いかけていただきたいと思います。イエスがキリストだと宣言しているのですが、イエスがキリストならば。それを聞くだけではありません。復活は、イエスがキリストだというメッセージなのです。それを聞いた私たちは、「ならばイエスがキリストならば」という問いかけに進んでいかないと頭の中で復活を聞いただけで自分のものになりません。だから、2016年、復活感謝礼拝を通して、信徒の皆さんひとりひとりが自分自身をこの質問の前に立たせていただきたいと思います。イエスがキリストならば。なぜこの質問をするのでしょうか。
復活のメッセージは、「イエスは、じゃあキリストなのだ」、これがメッセージだから、復活をとおしてそれをまず聞かないといけません。卵を食べる時期ではありません。それも全部、異邦の宗教の文化が入り込んだものみたいです。だから、私たちの教会では何かそういったいろいろなことは何もしません。本当は十字架もこのホワイトボードのゆえに撤去しましたが、元々、撤去したかったのです。そういうものはいちいちいりません。心からイエスがキリストだという信仰告白が大切です。イエス様の復活を記念して、復活感謝礼拝をささげます。そうならば復活という言葉から一番に聞こえてくるべきものは、イエスはキリストです。じゃあキリストだ。そうであれば私たちがやるべきことは、今まではイエスがキリストだと信じないまま生きてきたでしょうが、イエスがキリストならばいろいろあるでしょうが、今日は大きく二つのことを考えて、それから、ひとりひとりが勝利のために決意していただきたいと願います。

イエスがキリストならば、そのイエスの中にいる者は、私たちのようにイエス様を信じている者は、絶対的幸福者なのです。そのことを問いかけとともにぜひしっかり握って自分のものにしていただきたいと思います。私たちにはいろいろな過去があります。過去の不幸と全く関係なく、イエスがキリストならば、イエスを信じる者は、絶対的幸福者です。過去の様々な出来事、いろいろな不幸な事件などは、いつのまにかひとりひとりの心に影を落とすようになります。傷として残ったり、自分で無意識的でしょうが、それに縛られて操られるようになるしかありません。だれ一人として過去に影響を受けないまま生きる自信満々の人はいません。人間というものは、時間が過ぎて事件が終わったにもかかわらず、必ずそれに縛られて引きずって行くような存在です。それによって自分はこうだああだと思うようになったでしょうけれども、イエスがキリストならば、そのイエスを神の恵みによって信じただけですが、その私はガラテヤ2：20にあるように、そのような不幸な自分は十字架とともに死んでもう終わりです。Ⅱコリント5：17にあるように、古いものは過ぎ去ってすべてが新しくなりました。信じてください。皆さんが頑張って良い人間になったからではなくて、イエスがキリストならば、そのイエスの中にいる私は過去の不幸と全く関係なく絶対的幸福者なのです。そして、今現在も様々な困難があるでしょうが、原罪との困難とも関係なく絶対的幸福者であることをぜひ覚えていてください。その証拠は聖書６６巻、教会の歴史すべてがそうでありますが、代表的なケースは、詩篇23篇を書いた、死の影の谷を歩く現在の状況があるのにもかかわらず、私は幸せだ。そういうこととは関係ありません。イエスがキリストだから。そのキリストであるイエスを皆さんが内側に持つようになったので皆さんそのものがイエスの中に入ってしまったので、イエス様と私はひとつになってしまったので条件、状況と関係なく絶対的幸福者であることを忘れないようにしてください。ほとんどのクリスチャン、わたしの記憶では99.999％のクリスチャンはこの幸福が分かっていません。だから、せっかくクリスチャンなのに20年、30年経っても死ぬ間際まで、神社で幸せを求めてお願いする次元、レベルを超えることができません。いつまで経っても。それを裏返しますと怖い話なのです。イエスがキリストではないことになるかもしれません。実際はそうではないでしょうが、心の中のレベルはそのレベルなので、だから、サタンの働き、暗やみの働きが終わらないのです。どんなことがあっても私は幸せのものです。現在の困難、過去の不幸と私の幸せとは一切関係ありません。
パウロも言いました。刑務所の中にいたときに、天にある霊的なすべての祝福をいただいている、私は幸せなのだ。だから、本当に聖書を教える教会には、神社やお寺に求める思いで来ている人は眠くなるしかありません。私が求める話とは全然違う話なのだなと。だから、いつまで耐えるか分かりませんが、そのうち変われば幸いだし、耐えきれない場合は、自分の願いに会うところを探していくしかありません。それはお寺になるのか他の教会になるのか分かりませんが、キリスト教はそういうところではありません。いつも申しあげますが、皆さんの健康のために神社でお願いするような札、それを成就するために教会があるわけではありません。イエスがキリストならば、そういうこととは関係なく、私は幸いな者ではないでしょうか。ペテロが主は生ける神の御子キリストと告白したときの状況は、財産もない、学歴もない、人にも認められていない、服もボロボロ。イエスはキリストだと言っているのですが、イエス様はもうじき十字架で死ぬ方だし、現在、何もいいものがありません。しかし、イエス様はおっしゃいました。ペテロ、あなたは幸いな者だと。学歴も社会的な地位もありません。財産もありません。中には病気の人もたくさんいました。まだ病気があるのに、それでも幸せですか。イエス様のことを知らないときにずっと刻印されていた基準があります。それは言い換えますと、神から離れたときにサタンが作り上げた世の流れというものの中で刻印されている基準です。神を無視して出来上がった基準です。神様を拒否する世の流れというものの中から出来上がった基準です。こうすればいい人間、ああすれば幸せ、こうすれば成功だというのは。イエスが来られて、イエスがキリストならば、それが全部ひっくり返されるようになります。心の貧しいものは幸いです。お金があるものが幸いではなくて、良い団参に出会ったから幸いではなくて、子どもがいい子になるから幸いではなくて、他の人よりものすごく優れた頭を持っているから幸いではなくて、イエスがキリストならば、イエスの中にいるからあなたは光の子どもであり、あなたは幸いな者なのです。だから、絶対的幸福者です。条件によってフラフラ揺れ動くような幸せではありません。これから、私たちの将来、死ぬその時まで何が起きるか分かりません。それが知りたいという人は占い師のところに行くでしょうが、神様はそういうことを許していません。知らなくても構わないのです。これから何が起きてもどんなことが起こっていても、私たちはそれと関係なく幸せなもの、絶対的幸福者です。なぜでしょうか。イエスがキリストならば、イエスの中にいる者は、ピリピ3：20にあるように、もう最後は天の御国と決まっているし、そこに行く間にローマ8：28に書いてあるように、イエスがキリストであるがゆえに、イエスの中にいる私たちは、何が起きてもすべてを働かせて益となる存在なので絶対的幸福者です。状況が変わっても、自分が変わっても、イエスは昨日も今日も永遠に同じ方です。ヘブル7：24には、イエスは永遠にいらっしゃるからと言われています。幸せは、神がともにおられるインマヌエルが幸せなのです。そして、どうにもならない死と罪の原理、滅びの運命から永遠に解放されていることが幸せなのです。それはキリストによってのみ与えられるもので、イエスがそのキリストです。どうやってそのようにイエスのでしょうか。イエスは復活なさいました。復活なさったとどうやってわかるのか。私を見なさい。イエスの復活がなければ、今の私というものはありえません。2千年前にもう終わったはずです。イエスが復活なさったので、私は絶対的幸福者です。

それからもう一つ一緒に考えて告白しましょうか。イエスがキリストならば、そのイエスの中にいる自分は絶対的勝利者なのです。言葉をよく噛みしめていただきたいと思います。絶対的なのです。早退的ではありません。なぜそう言えるのでしょうか。イエス様が復活なさったということは、その時点でもう勝利した。つまり、この勝利は私と関係なくすでに与えられているものです。つまり、すでに勝利です。復活そのものが勝利であるし、すでに復活によってⅠヨハネ3：8に書いてあるように、悪魔のしわざは完全に打ち壊されて、Ⅰコリント15：55などを見ると、死、おまえの力はどこにあるのか。死、おまえはとんでもない。おまえはへっちゃらなのだと言えるように、死の力に打ち勝って勝利されました。先ほども申し上げましように、死と罪の原理、政治家がどんなに頑張っても、学者がどんなに努力してもどうにもならない死と罪の原理、滅びの運命の力にもう十字架の上で復活の時にすでに勝利なさいました。だから、クリスチャンの勝利はすでに勝利です。そして、イエスがキリストならば、その勝利の主であれば、そのイエスを信じている私たちは、弱いにもかかわらず勝利するようになります。だから、絶対的勝利者なのです。弱さがあるにもかかわらすイエスの中にいる者は、勝利の主が良いことを始められてイエスの日まで完成させると約束していらっしゃるので何も心配しないように。皆さんは「あの人はあれもできないか」と心配するかもしれません。それでもイエスがキリストならば、その人は勝利します。勝手に判断しないように。これは良く理解して聞いてください。いろいろな理由があって長老の方々を司会者として立てました。司会は、今でも私は自分の教会では慣れていますが、他のところに行くと私も緊張します。長老さんは、生涯、司会などほとんどやったことがありません。だから、いろいろな緊張があって順番が前後したりすることがあるかもしれません。愚かな信徒さんは「あれもできないのか」と思うかもしれません。やってみてください。他の何かでもうまくできない何かを見たときに「あれもできないのか。だから、あの人はだめになるだろう」という。それはイエスがキリストだということを信じないのかもしれません。それでもイエスがキリストならば、大丈夫なのです。勝者なのです。その弱さと関係なく絶対的勝利者なのです。勝利の主がともにいらっしゃって、主が勝利させるわけですから、それを信じることを信仰と言います。モーセが神様に召されて出エジプトを命じられたときに、モーセが言いました。「私はもう年を取っています。口下手です」といろいろなことを神様にうちあけました。すると、神様が「あなたの唇は誰が作ったのか。そんなにしゃべるのが苦手であれば、よくしゃべれるあなたの兄をつけるから」といろいろなことを説明し、奇跡を見せました。それでも最後の最後まで「でも、私はだめです」と言うので、神様は最後には怒りを覚えられて「殺してしまおうか」と書いてあります。本当に殺すわけではありません。そんなに口下手な人間でも大丈夫なのです。そういうことと関係ありません。ぜひ勘違いしないでください。今までキリストと関係ないところで出来上がった基準や価値観、概念などによって勝手に判断しないようにしてください。イエスが、全部覆してしまいます。今までは「あの人はこれがだめでしょう」「これであの人はうまくいくでしょう」と思っていたのを全部消して、イエスがキリストならば違います。そんな弱さを抱えていても、その人は勝利できます。絶対的勝利者なのです。

その一番の例が、初代教会ではないでしょうか。初代教会のメンバーの状況をご存知でしょう。貧しい人間ばかり、無能な人ばかりです。過去を振り返ってみると、恥ずかしいことしかない過去を歩いて来た人間ばかりです。社会から指を指されるような人間ばかりでした。もし私たちがそうであれば、私たちは自信を失い、人生の負け組みたいな思いで生きるのではないでしょうか。それはクリスチャンではありません。それにもかかわらず、イエスがキリストならば、私は勝利のものだ。絶対的勝利者だ。自分の弱さがっても、周りの環境がどんなに厳しくても険しくても、私たちはそれと関係なく勝利できる絶対的勝利者なのです。イエス様がおっしゃいました。あなたがたは世にあって患難に預かります。しかし、大胆でありなさい。私はすでに世に勝っているのだから。関係ありません。パウロはこのように告白しました。四方八方から苦しめられても窮することはありません。倒されても滅びることはありません。何があっても周りかどうであっても大丈夫です。日本はこういう環境だから、こういうシステムだから、私の学校は、職場はああだから、こうだからダメです。私は負けるしかありません。それは厳しいからではありません。イエスがキリストならばという信仰に立っていないからではないでしょうか。そして、聖書は最後にもそれに対して釘を刺しています。それが黙示録です。迫害があり、キリスト教そのものがもう絶滅するのではないかと思われるような危機がずっと続いていました。皆が落胆しそうになったときに、イエス様から与えられたメッセージです。どんなに攻撃があり、絶滅しそうな状況が続いていても心配しないように。それでもあなたがたは勝つのです。イエスの血が塗られている者は、必ず勝つのだから。そういうこととは関係ありません。クリスチャンの勝利は、そういうものとは関係ありません。絶対的勝利者なのです。信じてください。なぜなら、神様の契約は絶対的なのです。誰も変えられないし、誰も止められないから。皆さんは、その契約の中に招かれて、契約のために導かれている存在ですから。絶対的幸福者、絶対的勝利者。これが2016年の復活感謝礼拝をささげて、皆さんの心に刻印されて欲しいなと思います。

何一つ問題ありません。見方を全部、変えないといけません。まず自分自身に対して。皆さん、幸せですか。なぜ幸せですか。なぜ幸せではないでしょうか。レムナント大会に行って来られたから幸せでしょうか。来るときに、電車がストップして不幸でしょうか。覚えてください。今まではそういうことが通用したかもしれません。しかし、イエスがキリストならば通用しません。絶対的幸福者なのです。絶対的勝利者なのです。それが本当であれば、私たちに残っている課題はひとつしかありません。弱くても構いません。状況、環境が厳しくても構いません。お金がなくても病気があっても花粉症で悩んでいても構わないのです。家庭環境がすぐに改善されなくても構わないのです。この絶対的幸福者、絶対的勝利者という信仰がないので、何かあるたびにいつもそれに引きずられて振り回されるような人生が終わらないのではないでしょうか。そして、何かあればそれをどうにか解決しようとしてもがいて暴れることがまるで熱心な人間のように思っているのではないでしょうか。クリスチャンがやるべきことはそれではありません。絶対的幸福者、絶対的勝利者が間違いなければ、私たちがやるべきことは今までのそれらをすべて捨ててひとつだけです。
ONLYの戦いさえやればいいのです。レムナント大会の時に聞いたでしょう。これは絶対的幸福者、絶対的勝利者をベースにしないと、成り立たない話です。幸せなものだから、幸せのために喧嘩したり戦う理由などありません。勝利者なのだから、勝利するか負けるかということで頭を使う理由はありません。一つだけにこだわって、一つだけを気にしてください。自分は今、ONLYなのかどうかなのです。ONLYキリストです。なぜでしょうか。道はキリストしかありません。希望はキリストしかないのではないでしょうか。そして、そのキリストで十分で、キリストで完全です。それにいろいろなことを混ぜてはいけません。キリストです。皆さん自分自身を見るときにも、他の条件や何かを取り上げず、ただキリストだけで見るようにしてください。私たちの人生を左右するものは、キリストの他にはありません。でも、他のいろいろなものが人生を左右するかのように思うでしょう。それを全部撤去させ、ONLYキリストです。そのONLYキリストができる人にできるのが、ONLY聖霊です。ONLYキリストにならないとONLY聖霊ではなくて、頭を使って心配も加えていろいろなことをやります。昔の知識も何もかも計算もやります。ONLYキリストであれば、絶対的幸福者、絶対的勝利者でしょう。そうならば残るのは弱いか環境が悪いか一切自分とは関係ありません。ONLY聖霊です。聖霊に約束を握って、つまり、ONLY聖霊というのは動機もいらない、言い訳もいらない。それは全部自分のために、自分のレベルから出るものです。自分はいりません。残るのは聖霊の働きを求めて信じて祈るだけです。だから、ONLY祈りなのです。言葉があまりにも多い場合は、その人はONLY聖霊ではないケースが多いです。言い訳などいりません。自分の動機もいりません。

そうすると、最後に神様の答えとしてONLY証人として生きるようになります。自分がやりたいことがある中で、時間がある時に証人としてちょこっとやろうかではなくて、自分の存在、人生そのものが証人です。私の生きる理由は、ONLY証人しかありません。今までの過去はすべて証人になるためにあったものであるし、今現在許されているすべてが証人として歩くために許されているものであるし、これから許されている未来が証人としての祝福を受けるために残されている未来があります。ONLY証人になったときに挑戦するようになります。確かな理由があって、ただの成功のための挑戦ではなくて、この証人という明確な理由があるので、そのためにタラントを探して今許されている勉強や職場や専門的な様々なところにおいて、あるいは家庭教育、子どもの教育などいろいろなものに挑戦するのです。喜びを持って、意味を持って、感謝を持って挑戦します。そうすると神様はそこでまことの成功を与えられ、お証しができるようにしてくださるでしょう。成功が目的ではありません。ONLY証人という理由のゆえに挑戦した結果、献身した結果、形が成功になれば感謝して、それをもってまた献身すればいいのです。ONLY証人です。つまり、絶対的幸福者、絶対的勝利者であれば、残っているのは神様のみわざです。神様のみわざだけなので、何も心配せずONLYの信仰に立てばいいのです。それで十分な幸いなクリスチャンであることを、復活感謝礼拝を通してぜひ覚えて、回復していただきたいと思います。
今週1週間も皆さんにある具体的な、実際的に悩んでいらっしゃる問題の前で、今日のメッセージの信仰告白をまずささげるようにしましょう。それにもかかわらず絶対的幸福者、今この悩み事があるのにもかかわらず私は幸せだと告白できる理由は何なのかと告白してみてください。そして、毎日、1日を始める時に、1日をもって、今日をもってこのような信仰告白をささげましょう。幸せな者として、勝利者として、今日の1日を証人として生きる。そういう思いでみことばを、祈りの手帳などをやってください。最後にこのような信仰告白の思いで聖餐の告白、福音の聖句、信仰の宣言、また救いの道などを、ただ形式的ではなくて、このような信仰の思い、このような信仰告白のつもりで、このような気持ちでそれを活用していただきたいと思います。

(祈り)

恵み深い天の父なる神様。何がどう変わっても滅びるしかなかった私たちが神の恵みによって、キリストの血潮によって救われて、神の子どもとされていることを感謝します。イエス様の復活をとおして、ひとりひとりが、イエスがキリストであるという信仰に立って、自分自身が絶対的幸福者、勝利者であることを確認し、いろいろな迷い、葛藤を全部捨てて、ONLYの信仰にしっかり立って神様のみわざを体験できるようにひとりひとりを祝福してください。復活のイエス様の力を体験できるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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